
改
憲
派
が
参
院
選
挙
を
に
ら
み

な
が
ら
、
９
条
に
自
衛
隊
を
書
き

込
む
、
緊
急
事
態
条
項
を
創
設
す

る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
自
民

党
の
改
憲
４
項
目
案
を
ベ
ー
ス
に
、

国
会
の
憲
法
審
査
会
で
の
改
憲
案

づ
く
り
が
急
な
こ
と
か
ら
「
９
条

改
憲
NO
！

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
」
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
の
行

動
で
す
。

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
改
憲

平
和
憲
法

を
、
未
来
へ
」
「
『
戦
争
す
る
国
』

NO
！
」
「
軍
事
力
で
平
和
は
つ
く

れ
な
い
！
」
の
横
断
幕
や
、
「
憲

法
改
悪
反
対
、
９
条
を
守
ろ
う
！
」

の
の
ぼ
り
旗
や
ポ
ス
タ
ー
が
目
を

引
き
、
交
代
で
駅
利
用
者
や
通
行

人
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

参
加
者
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
武
力
侵
攻
も
糾
弾
し
、
即

時
撤
退
を
求
め
る
江
東
市
民
連
合

の
声
明
文
（
2
月
28
日
付
）
も
配

布
し
ま
し
た
。

江
東
民
主
商
工
会
の
豊
田
文
男

会
長
が
開
会
挨
拶
で
「
53
回
目
を

迎
え
る
３
・
11
集
会
は
、
重
税
に

反
対
し
、
申
告
納
税
制
度
擁
護
発

展
を
め
ざ
す
一
大
行
動
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
が
３
年
目

に
は
い
り
、
国
民
・
中
小
業
者
の

生
活
と
営
業
を
守
れ
、
支
援
金
を

の
要
求
が
叫
ば
れ
る
中
で
の
統
一

確
定
申
告
」
と
強
調
。

ま
た
諸
物
価
の
値
上
が
り
で
生

活
が
大
変
な
今
だ
か
ら
こ
そ
税
金

の
集
め
方
は
、
消
費
税
の
引
き
下

げ
、
イ
ン
ポ
イ
ズ
制
度
実
施
中
止
、

大
企
業
の
内
部
留
保
・
富
裕
層
に

応
分
の
負
担
を
せ
よ
と
声
を
あ
げ

よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
日
本
共
産
党

あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
は
、
業
者
の

方
々
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で

原
油
の
高
騰
、
消
費
税
で
今
ま
で

受
け
た
こ
と
の
な
い
大
打
撃
と
声

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
命
、
く
ら

し
、
仕
事
を
守
る
た
め
に
全
力
で

頑
張
る
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

花
岡
区
労
連
議
長
が
「
８
時
間

働
け
ば
誰
も
が
人
間
ら
し
く
暮
ら

せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
今
春
闘

で
大
幅
賃
金
引
上
げ
、
男
女
賃
金

格
差
の
是
正
、
雇
用
と
労
働
時
間

短
縮
、
消
費
税
を
５
％
に
も
ど
す

運
動
な
ど
を
強
め
よ
う
」
と
挨
拶
。

清
水
区
労
連
副
議
長
か
ら
２
０
２

２
年
江
東
行
動
計
画
案
が
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

全
労
連
の

布
施
恵
輔
国

際

局

長

が

「
コ
ロ
ナ
禍

を
の
り
こ
え

る
22
春
闘
を

た
た
か
お
う
！
」

と
題
し
て
記

念
講
演
。
諸

外
国
の
闘
い

や
「
実
質
賃
金
指
数
の
推
移
と
国

際
比
較
」
な
ど
数
々
の
資
料
を
ス

ラ
イ
ド
で
紹
介
し
な
が
ら
、
「
22

国
民
春
闘
を
力
づ
け
る
」
ヒ
ン
ト

な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
が
で
き
ま
し
た

（
江
東
市
民
連
合
）

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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三
寒
四
温
の
季
節
、
啓

蟄
で
虫
は
這
い
出
し
て

き
ま
す
が
、
人
間
は
コ

ロ
ナ
禍
で
蟄
居
、
３
年

目
で
す
▼
年
明
け
か
ら

の
第
６
波
は
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
で
過
去
最
多
の
感
染
拡
大
と

死
者
数
を
記
録
。
２
月
に
は
、
全

国
で
１
日
10
万
人
、
東
京
で
２
万

１
５
０
０
人
余
で
医
療
崩
壊
寸
前
。

自
宅
「
療
養
」
は
54
万
人
（
死
者

５
６
４
人
）
で
し
た
。
岸
田
政
権

は
そ
の
場
し
の
ぎ
の
「
ま
ん
延
防

止
」
で
、
経
済
活
動
と
の
両
立
を

は
か
り
ま
す
が
「
終
わ
り
の
見
え

な
い
闘
い
」
で
す
▼
３
・
１
、
３
・

10
、
３
・
11
と
忘
れ
が
た
い
痛
苦

の
歴
史
を
体
験
し
た
私
た
ち
に
と
っ

て
、
２
月
24
日
か
ら
の
ロ
シ
ア
軍

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
、
他
人
事

に
は
思
え
ま
せ
ん
。
民
間
人
へ
の

無
差
別
攻
撃
に
加
え
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
や
ザ
ポ
ロ
ジ
ェ
原
発
の
制

圧
は
、
人
類
の
存
亡
に
か
か
わ
る

大
惨
事
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
す
。

更
に
、
核
禁
条
約
が
発
効
し
て
い

る
現
在
で
の
核
脅
迫
な
ど
論
外
で

す
▼
国
際
的
に
孤
立
し
、
国
内
の

反
戦
世
論
の
も
と
で
の
暴
挙
の
根

本
に
は
、
集
団
的
自
衛
権
を
口
実

と
す
る
軍
事
同
盟
が
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
や
日
米
安
保
は
20
世
紀

の
植
民
地
時
代
の
負
の
遺
産
で
あ

り
、
常
に
戦
争
の
火
種
に
な
っ
て

い
ま
す
。
世
界
の
主
流
は
、
１
２

２
か
国
と
31
か
国
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
）

の
非
同
盟
運
動
で
あ
り
、
地
域
平

和
共
同
体
で
す
。
経
済
制
裁
に
徹

し
て
い
る
米
国
の
動
向
も
注
目
さ

れ
ま
す
▼
許
せ
な
い
の
は
、
こ
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
便
乗
し
て
９

条
改
憲
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
や
核

兵
器
共
有
な
ど
を
言
い
出
す
政
治

家
の
言
動
で
す
。
４
か
月
後
に
迫
っ

た
参
院
選
で
は
、
そ
の
よ
う
な
時

代
錯
誤
の
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」

を
す
す
め
る
勢
力
を
根
絶
や
し
に

し
た
い
も
の
で
す
。

現
在
、
第
1
回
定
例
区
議

会
（
3
月
30
日
最
終
）
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
議
会
に
江
東
区
の
来
年
度

予
算
が
提
案
さ
れ
予
算
委
員
会

で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会

計
の
総
額
は
約
２
２
８
４
億
円
。

今
年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ
、

１
１
３
億
円
、
５
・
２
％
増
の

予
算
で
す
。

予
算
案
に
は
共
産
党
区
議
団

が
求
め
て
き
た
、
認
可
保
育
園

の
増
設
や
障
害
者
入
所
施
設
の

整
備
、
胃
が
ん
検
診
の
充
実
な

ど
区
民
要
望
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
が
、
区
立
幼
稚
園
２
園
を

廃
止
、
学
校
用
務
業
務
や
区
立

保
育
園
な
ど
の
民
間
委
託
、
国

民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ
な
ど
、

福
祉
の
削
減
、
区
民
へ
の
負
担

増
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
コ
ロ
ナ
対
策
も
ほ
と

ん
ど
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め

の
経
費
と
今
年
度
補
正
予
算
で

対
応
し
た
も
の
で
、
コ
ロ
ナ
で

苦
し
む
区
民
や
自
営
業
者
な
ど

へ
の
区
独
自
の
経
済
的
支
援
は

あ
り
ま
せ
ん
。

区
は
、
負
担
増
を
区
民
に
押

し
つ
け
福
祉
を
削
る
一
方
で
、

基
金
を
こ
の
１
年
間
だ
け
で
も

45
億
円
積
み
増
し
し
、
３
月
末

時
点
の
基
金
総
額
は
１
６
４
２

億
円
に
達
し
ま
す
。
共
産
党
区

議
団
は
、
今
こ
そ
た
め
込
ん
だ

基
金
を
活
用
し
、
コ
ロ
ナ
で
苦

し
む
中
小
企
業
や
低
所
得
の
区

民
な
ど
へ
の
経
済
的
支
援
の
強

化
、
子
育
て
世
帯
の
家
計
負
担

の
軽
減
、
障
害
者
福
祉
の
充
実
、

防
災
対
策
の
拡
充
を
図
る
な
ど
、

区
民
生
活
を
守
る
予
算
と
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

区
は
「
経
済
的
支
援
な
ど
を

行
う
考
え
は
な
い
」
と
冷
た
い

答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

「
市
民
と
政
治
を
つ
な
ぐ
江
東
市
民
連
合
」
（
江
東
市
民
連
合
）

は
３
月
６
日
（
日
）
午
前
、
亀
戸
駅
北
口
で
街
頭
ア
ピ
ー
ル
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
行
動
に
は
下
町
亀
戸
九
条
の
会
、
戦
争
法

の
廃
止
を
求
め
る
砂
町
の
会
、
新
婦
人
江
東
支
部
が
横
断
幕
、
の

ぼ
り
旗
を
掲
げ
て
26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

江
東
春
闘
共
闘
委
員
会
結
成
・
学
習
会

東京土建江東、東建従、区労連、民商など

７団体で構成する江東税制民主化協議会は３

月11日、総合区民センターに１３０人が参加。

集会後、東・西の税務署で統一申告を行いま

した。

区
民
生
活
守
る
施
策
の
拡
充
と
コ
ロ
ナ
禍
を
の
り
越
え
る

春
闘
に
し
よ
う
と
２
月
18
日
、
江
東
区
労
連
の
呼
び
か
け
で

「
江
東
春
闘
共
闘
委
員
会
結
成
・
学
習
会
」
が
江
東
区
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

１枚１５０円で領布



江
東
区
政
を
考
え
る
会
は
２

月
23
日
、
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

で
２
０
２
２
年
総
会
を
開
催
。

総
会
は
、
矢
野
政
昭
氏
（
共

同
代
表
）
の
開
会
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
河
島
信
子
事
務
局
長
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
希
望
す
る
区
民
全
員
が
円

滑
に
接
種
で
き
る
よ
う

体
制
づ
く
り
を
求
め
る

区
議
会
陳
情
書
の
提
出
、

子
ど
も
の
オ
リ
・
パ
ラ

観
戦
を
中
止
に
追
い
込

む
な
ど
の
重
要
な
前
進

や
議
会
傍
聴
な
ど
の
取

り
組
み
な
ど
の
経
過
報

告
が
あ
り
、
21
年
度
収

支
報
告
、
22
年
度
の
予

算
案
の
提
案
、
運
営
委

員
会
構
成
案
、
会
則
改

訂
案
を
拍
手
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

正
保
み
き
お
区
議

（
共
産
）
が
挨
拶
。
甚

野
ゆ
ず
る
区
議
（
立
憲
）
、

中
村
ま
さ
こ
区
議
（
市
民
の
声
）

か
ら
声
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
赤
羽

目
区
議
（
共
産
）
が
ズ
ー
ム
で

参
加
し
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。「
命
を
守

る
た
め
に
、
江
東
５
区
マ
イ
ナ

ス
地
域
の
実
情
と
防
災
対
応
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
橋
本

正
法
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）、
市
川

裕
美
氏
（
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
江
戸
川
介
護
事
業
責

任
者
）
、
中
瀬
勝
義
氏
（
共
同

代
表
）
が
、
洪
水
の
危
険
が
あ
っ

た
19
号
台
風
の
体
験
を
と
お
し

て
動
画
や
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
問

題
点
、
課
題
を
提
起
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
で
仕
事
を
失
い
休
職

中
の
人
は
「
親
の
年
金
で
暮
ら

し
て
い
る
が
、
い
つ
ま
で
の
続

け
ら
れ
な
い
」（
40
代
の
男
性
）
、

「
働
い
て
い
た
飲
食
店
が
、
毎
日

始
発
で
し
か
帰
れ
な
い
職
場
で
、

路
上
で
倒
れ
救
急
車
で
運
ば
れ

た
。
職
場
を
や
め
る
の
も
大
変

だ
っ
た
」（
30
代
女
性
）
な
ど
。

初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
し
た
青
年
は
「
自
分
も
食
料

を
貰
っ
た
り
お
世
話
に
な
っ
た

が
、
ど
ん
な
人
が
や
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
不
安
も
あ
っ
た
。

来
て
み
る
と
い
い
人
達
で
安
心

し
た
。
自
分
も
何
か
出
来
れ
ば

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
、
生
活
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
西
部
た
だ

し
区
政
対
策
委
員
が
対
応
し
ま

し
た
。
今
回
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク

に
は
、
同
盟
員
以
外
の
青
年
な

ど
現
役
世
代
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
し
ま
し
た
。

都
教
組
の
木
下
雅

英
委
員
長
が
開
会
あ

い
さ
つ
し
、
東
京
大

空
襲
の
体
験
者
の
一

人
、
関
野
清
雪
さ
ん

（
87
歳
）
が
「
学
童
疎

開
か
ら
逃
げ
帰
っ
て
」

と
題
し
て
、
山
形
の
疎
開
先
か

ら
自
宅
に
帰
っ
て
き
た
数
日
後

に
東
京
大
空
襲
の
被
害
を
受
け

た
こ
と
を
、
手
製
の
地
図
を
示

し
な
が
ら
証
言
し
ま
し
た
。「
防

空
壕
に
入
っ
て
も
熱
く
て
逃
げ

だ
し
、
土
に
穴
を
掘
っ
て
顔
を

う
ず
め
呼
吸
し
た
。
川
に
飛
び

込
み
、
亡
く
な
っ
た
人
も
沢
山

い
た
」
こ
と
な
ど
を
語
り
ま
し

た
。被

爆
地
長
崎
と
交
流
し
同
セ

ン
タ
ー
で
学
ん
だ
国
立
市
の
子

ど
も
た
ち
９
人
が
、
戦
争
被
爆

地
の
人
々
と
の
交
流
や
セ
ン
タ
ー

で
学
ん
で
心
に
残
っ
た
こ
と
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

言
葉
で
平
和
へ
の
思
い
を
語

り
ま
し
た
（
写
真
）。

戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
の
学
芸

員
の
比
江
島
大
和
さ
ん
は
、
開

館
20
年
を
む
か
え
た
セ
ン
タ
ー

の
歩
み
に
つ
い
て
、
映
像
を
交

え
な
が
ら
紹
介
。
コ
ロ
ナ
禍
で

セ
ン
タ
ー
来
場
者
が
減
っ
て
お

り
、
戦
災
資
料
が
約
６
０
０
０

点
も
保
管
さ
れ
、
民
立
民
営
の

貴
重
な
セ
ン
タ
ー
の
活
用
と
支

援
も
強
調
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
「
空
襲
犠
牲
者

の
救
済
と
日
本
の
戦
後
補
償
～

戦
争
被
害
受
忍
論
と
い
う
『
法

理
』」
と
題
し
て
、
毎
日
新
聞
記

者
の
栗
原
俊
雄
氏
。「
戦
闘
は
終

わ
っ
た
が
戦
争
は
終
わ
っ
て
い

な
い
。
戦
争
被
害
の
補
償
に
大

き
な
差
別
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
ほ
し
い
」
な
ど
、
取
材
を
通

じ
て
得
た
空
襲
被
害
者
の
救
済

を
求
め
る
活
動
の
紹
介
を
し
ま

し
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
は
、
セ
ン

タ
ー
の
館
長
で
歴
史
学
者
、
一

橋
大
学
名
誉
教
授
の
吉
田
裕
さ

ん
が
行
い
ま
し
た
。

こ う と う 民 報 ２０２２年 ２・３月号 №２０５ －２－

改
訂 抄

1967(昭和42)年、東陽は洲崎弁天町、
と う よ う すざ き べんてんちょ う

加崎町、東陽町、平井町、豊住町が合併
か さ き ち ょ う とよずみちょう

してできました。北は仙台堀川、西は大

横川、南は塩浜運河に囲まれ、中央を四

ツ目通り、東西に永代通りが横断し、そ

の交差点に東西線・東陽町駅があります。

４丁目には、江東区役所、文化センター、

電報電話局、都立高等養護学校。３丁目

には東陽公園と東陽小学校。５丁目には

都立深川高校。６丁目には東京営林署。

７丁目には下水道局東京管理事務所。２

丁目には南陽小学校、教育センターと東

陽図書館ががあります。

この広い東陽の町には、「江東区史」

では史跡がなく、江戸時代のゴミ捨て場

だった「六万坪跡」（６・７丁目）が文

化財に登録されただけです。

永代通りの洲崎郵便局を南に曲ると１

丁目。四方を水路に囲まれ唯一の出入口

だった洲崎橋跡地の記念碑があります。

その先の埋立地が、貧しい農村から身売

りした女性が売春させられた「洲崎遊郭
ゆ う か く

跡」です。

1884(明治17)年、東京府は帝国大学

(東大)の近くの根津遊郭を移転させるた

めに、当時の平井町先の海を埋め立てて

洲崎弁天町と名づけ、業者に格安の借地

料で貸し出して、1888(明治21)年に開業。

３丁目、大横川にかかる沢海橋のたも
さ わ うみばし

とには、関東大震災の多くの犠牲者を供

養するために、1935(昭和10)年に建てら

れた「関東大震災殉難者供養塔」があり
じゅんなんしゃ

ます。

５丁目、空襲で全焼して１００体余の

焼死体のあった深川高内には戦災殉難者

慰霊碑。４丁目、区役所の議会棟前にた

つ「希い（ねがい）」と題した母子像は、

江東の「空襲慰霊碑をつくる会」のねば

り強い10年間の運動によって、1982(昭

和57)年に建立。江東区は1986(昭和61)年

に「平和都市宣言」のまちになりました。

東陽は、現代を象徴する史跡にあふれて

いる町です。

◀
東
京
大
空
襲
慰
霊
母
子
像

☆

行
事
日
程

☆

○
３
月
26
日
（
土
）
18
時
30
分
～

◆
「
９
条
改
憲
を
考
え
る
」
学
習
会

講
師
・
志
田
陽
子
氏
（
武
蔵
野
美
大
教
授
）

戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
砂
町
の
会

（
産
業
会
館
）

○
３
月
27
日
（
日
）
14
時
～
（
東
大
島
駅
）

◆
食
糧
支
援

フ
ー
ド
バ
ン
ク

民
青
江
東
地
区
委
員
会

○
４
月
３
日
（
日
）
14
時
～
15
時

◆
宣
伝
行
動

江
東
市
民
連
合

（
豊
洲
ら
ら
ぽ
ー
と
前
交
差
点
）

○
４
月
17
日
（
日
）
14
時
～

◆
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
学
習
会

民
青
江
東
地
区
委
員
会

（
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
）

２
月
12
日
、
民
青
同
盟
江
東
地
区
委
員
会
主
催
で
、
「
フ
ー

ド
バ
ン
ク
」
が
南
砂
区
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
「
フ
ー
ド

バ
ン
ク
」
の
取
り
組
み
は
、
今
回
で
４
回
目
の
取
り
組
み
で

す
。
会
場
に
は
、
60
人
を
超
え
る
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

東
京
大
空
襲
か
ら
77
年
、
東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料

セ
ン
タ
ー
開
館
20
周
年
に
あ
た
り
「
東
京
大
空
襲
を
語

り
継
ぐ
つ
ど
い
」
が
３
月
６
日
、
亀
戸
の
カ
メ
リ
ア
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
人
数
制
限
の
な

か
、
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。


